






































B-1) 起点着点：TO, FROM, INTO, OUT OF, TOWARD
















境界越え（INTO, OUT, ACROSS, THRU)





日本語 (古賀/吉成/松本) 日本手話 (今里)   英語 (秋田/眞野/松本)
ドイツ語 (高橋亮介) フランス語 (守田)   イタリア語 (吉成)     
スペイン語（I-アンチュニャーノ）  　　　ロシア語 (ボルジロフスカヤ)    
ハンガリー語 (江口) モンゴル語 (バドマ)    中国語 (小嶋、夏)   
ネワール語 (松瀬)   タイ語 (高橋清子)       タガログ語 (長屋)   
イロカノ語 (山本) クプサピニ語（河内） シダーマ語 (河内)   
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課題：移動事象を諸言語がどのように言語化するのか
1. 類型論的研究
経路表現位置 (Talmy 1991, Matsumoto 2018)
経路主要部表示型言語（動詞枠付け言語）
スペイン語などは経路を主動詞で表現
La botella salió  de     la  cueva flotando. 
the bottle moved.out  from the cave   floating  
経路主要部外表示型言語（付随要素枠付け言語）
英語などは経路を主動詞以外の要素で表現
The bottle floated out of the cave. 
様態と直示性の言語化頻度(Slobin 2006, Koga 2017)
どのくらいの頻度で様態や直示性に着目して言語化するか
